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第３章 計画の基本理念、基本目標 
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１ 基本理念 

本計画では、「子どもが育ち、子どもを育て合うまちづくりをめざして」の理念や方

向性などを引き継ぐとともに、計画の基本的な視点をさらに明確に反映し、これから

の市川市を支える子どもたちの成長を地域とともに支え、未来に夢と希望のもてるま

ちをめざして、次のように基本理念を定めます。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

基 本 理 念  

子どもが育ち、子どもを育て合うまちづくりをめざして 
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２ 基本方針 

子どもは、社会の希望、未来をつくる力です。そのためにも、子どもは、家族の愛

情の下に養育され、自らも家族の一員としてのさまざまな役割を果たしながら成長を

遂げていくことが必要です。子どもの視点に立ち、幼児期の人格形成を培う教育・保

育については良質かつ適切な内容及び水準のものとなるように配慮し、子どもの健や

かな成長と発達が保障され、「児童の権利に関する条約」に定められている「子どもの

最善の利益」が実現される社会をめざす取り組みを進めます。 

「すべての子どもと家庭」への支援を実現するため、社会のあらゆる分野における

すべての構成員が、子ども・子育て支援の重要性に対する関心や理解を深め、各々が

協働し、それぞれの役割を果たすことが必要です。 

地域の実情を踏まえ、子どもの成長にとってより良い環境づくりのために身近な地

域で子どもや子育てを見守り、行政だけではなく地域全体で子育てを支援できるよう

な仕組みづくりに取り組みます。 

教育・保育施設を利用する子どもの家庭のみならず、在宅の子育て家庭を含むすべ

ての家庭及び子どもを対象として、地域のニーズに応じた多様かつ総合的な子育て支

援を量・質両面にわたり充実させることが必要であり、妊娠・出産期からの切れ目の

ない支援を行っていくことが必要です。そのためにも、保護者の気持ちを受け止め、

寄り添いながら相談や適切な情報提供を行うこと、発達段階に応じた子どもとの関わ

り方等に関する保護者の学びへの支援を行うことが重要です。 

このような視点から、以下の方針に基づき、「子どもの最善の利益」の実現をめざし

てまいります。 

  

〈基本方針〉 

 

子ども自身が尊重される社会 

すべての子どもと子育て家庭を支える社会 

男女が共に子育てしやすい社会 

地域全体で子どもを育む社会 
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３ 基本目標 

（１）子どもの視点に立ち、子どもの最善の利益を支える仕組みの充実 ● ● ● ● ● 

子どもの権利条約では、子どもの「生きる」「育つ」「守られる」「参加する」という

４つの権利を守ることが定められています。 

このことから、虐待・いじめ・犯罪などさまざまな権利侵害から子どもを守り、ま

た、子どもが自分に関係あることについて自由に意見を表現する機会をつくり、地域

社会では子どもの声を聞く意識を高めることが求められています。 

そこで、子どもの権利条約の趣旨を踏まえ、子どもの視点に立って、すべての子ど

もの生存と発達が保障されるよう、良質かつ適切な子ども・子育て支援の展開を図り

ます。また、子どもの意見が尊重され、子ども自身が参画できる仕組みをつくること

によって、子どもの最善の利益が実現される市川市をめざします。 

 

 

（２）乳幼児期の教育・保育の充実 ● ● ● ● ● ● ● 

乳幼児期は、生涯にわたる人格形成の基礎が培われる重要な時期です。少子化によ

り、子どもの育ちをめぐる環境は変容しており、健やかな育ちのためには、同年齢・

異年齢の中で育つ機会の確保が必要となっています。 

乳幼児期においては、しっかりとした愛着形成を基礎とした情緒の安定や他者への

信頼感の醸成、また、他者との関わりや基本的な生きる力の獲得、心身の健全な発達

を通じて、一人ひとりの個性が認められ、自己肯定感をもって育まれることが求めら

れています。 

そこで、教育・保育の量や良質な施設設備等の確保はもとより、専門性の向上を図

ることにより、発達段階に応じた教育・保育の質を担保します。また、幼稚園・保育

園等と家庭、地域社会の連携を進めながら、すべての子どもの健やかな発達を保障す

る市川市をめざします。 
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（３）地域における子育て支援の充実 ● ● ● ● ● ● ● 

少子化や核家族化の進行、地域社会のつながりの希薄化により、子育て家庭が、日々

の子育てに対する助言、支援や協力を得ることが困難な状況となっており、子育ての

負担や不安、孤立感が高まっています。 

こうした中で、保護者が自己肯定感を持ちながら子どもと向き合える環境を整え、

保護者同士や地域社会とのつながりの中で、親として成長し、子育てや子どもの成長

に喜びや生きがいを感じることができるような支援が求められています。 

そこで、在宅の子育て家庭を含むすべての家庭および子どもを対象として、行政と

地域社会が連携しながら、妊娠・出産期から切れ目のない支援を行います。保護者の

学びの支援、子どもの健全な発達のための良質な環境の整備、地域の人材の活用など

を図り、子育て家庭のニーズに応じた多様かつ総合的な子育て支援を質・量両面にわ

たり充実させ、子どもと親がともに成長できる市川市をめざします。 

 

 

（４）子どもと子育て家庭の健康づくり ● ● ● ● ● ● ● 

初めての出産やハイリスク出産の母親は、妊娠期から出産後において不安を感じる

ことが多いため、子どもを安心して産み育てられるよう、母親の心身の健康を保持・

増進することが重要となります。 

また、乳幼児期は、生命の保持および情緒の安定を図るための支援や、日常的・突

発的な病気やケガに対応できる体制が求められています。 

そこで、妊産婦の健康管理、産前・産後の心身のケア、乳幼児一人ひとりの発育や

発達状態、健康状態に応じた保健施策、小児救急医療体制の整備などにより、子ども

と子育て家庭が、生涯にわたり心身とも健やかに暮らすことができる市川市をめざし

ます。 
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（５）配慮を要する子ども・子育て家庭への支援 ● ● ● ● ● ● ● 

子どもの育ちは、それぞれの個性や発達段階によってさまざまであり、子どもを取

り巻く環境からも極めて大きな影響を受けます。 

障がいや疾病のある子どもには、適切な対応によって、その子に応じた発達を促し

ていくことが必要です。また、虐待、貧困、ひとり親家庭など家庭の状況により社会

的な支援の必要性が高い子どもやその家族には、早急な対応が必要となっています。 

そこで、すべての子どもや子育て家庭を対象とし、身近な地域において、法に基づ

く給付などにより、安定した生活を送れるよう支援します。 

また、関連機関との連携を図って子どもに対する適切な保護や支援を講じ、さらに、

一人ひとりの特性に応じた発達支援を行うことによって、子どもの健やかな育ちを等

しく保障する市川市をめざします。 

 

 

（６）仕事と子育ての両立支援 ● ● ● ● ● ● ● 

出産に伴う女性の就労継続は依然として厳しい状況にあり、仕事と子育ての両立は

いまだ大きな課題となっています。 

また、共働き家庭が増加し、男性の家事・育児への参画意識は高まっているものの、

父親が育児においてより積極的に役割を果たすことが期待されています。 

安心して仕事と子育てを両立できる環境づくりの観点から、多様な保育サービスや

放課後子ども総合プランを踏まえた放課後児童対策の充実を図っていくとともに、ワ

ーク・ライフ・バランスの理解や促進に努め、仕事と子育てを両立するための環境づ

くりや、男女共同参画による子育てを促進し、「子育てしやすい環境づくり」を推進す

る市川市をめざします。 
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４ 計画の体系 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

子
ど
も
が
育
ち
、
子
ど
も
を
育
て
合
う
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て 

［ 基本理念 ］ ［ 施策の方向性 ］ ［ 基本目標 ］ 

（１）子どもの権利保障のための取り組みの充実 

２ 乳幼児期の教育・ 
保育の充実 

（２）子どもの居場所の充実 

（３）特定教育・保育施設、特定地域型保育事業 
の計画的整備 

（４）乳幼児期の教育・保育の一体的提供・推進 

（５）多様なニーズに応じた保育・子育て支援 
サービスの充実 

（６）地域の子育て力向上のための支援の充実 

（７）子育て相談・情報提供の充実 

（８）経済支援の充実 

（９）母子保健の充実 

（10）小児救急医療の充実 

（11）虐待防止・対応のための取り組みの充実 

（12）ひとり親家庭等の自立のための支援の充実 

（13）発達の支援が必要な子ども・子育て家庭へ 
の支援の充実 

（14）仕事と子育ての両立支援 

１ 子どもの視点に
立ち、子どもの
最善の利益を支
える仕組みの充
実 

３ 地域における子
育て支援の充実 

４ 子どもと子育て
家庭の健康づく
り 

６ 仕事と子育ての
両立支援 

５ 配慮を要する子
ども・子育て家
庭への支援 



 
44 

 

  




